
 

 

 

「広島市地域公共交通計画（素案）」に対する市民意見募集の結果について 

 

１ 募集期間 

令和４年２月１８日（金）～令和４年３月３日（木） 

 

２ 募集方法 

⑴ 市ホームページに募集コンテンツを掲載 

⑵ 広報紙に募集記事を掲載（市民と市政２月１５日号） 

⑶ 道路交通局都市交通部、公文書館に閲覧用及び配布用の素案を設置 

⑷ 市政記者クラブへ情報提供 

 

３ 応募結果 

⑴ 応募者数  ５人 

⑵ 意見件数 １７件 

⑶ 意見の内訳 

区   分 件数 備  考 

ア 計画全体に関すること  ２件 ・施策の進め方１件 

・公共交通のあり方１件 

イ 個別の交通機関等に関すること １５件 ・鉄軌道系関連２件 

・バス関連１０件 

・交通結節点関連２件 

・バリアフリー化関連１件 

 

４ 意見への対応 

区   分 件数 

⑴ 既に意見の趣旨が計画（素案）に盛り込まれているもの ９件 

⑵ 今後の取組や施策の推進等において参考にするもの ８件 
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意見に対する市の考え方 
 

 
⑴ 既に意見の趣旨が計画（素案）に盛り込まれているもの 

 
ア 計画全体に関すること 

意見の要旨 市の考え方 

1 ■公共交通を公設民営にして、つぶれないよう

にバックアップするべきではないか。 

効率的で持続可能な公共交通ネットワークを形成す

るため、競争を前提とする事業者に委ねるだけではな

く、行政側も参画し、官民の継続的な協調関係の下

で、着実に取組を進めていきたいと考えています。 

 

イ 個別の交通機関等に関すること 

意見の要旨 市の考え方 

バスについて 

2 ■バス路線の再編により現状路線を変更して

も、事業者側の根本的な赤字解消に至らず、事

業者が自治体との調整を十分に進めないまま撤

退しかねない。 

需要に見合わない非効率な運行形態などの課題に

対応し、赤字を解消して、バス路線を将来にわたり持

続可能なものとするため、引き続き事業者と調整を進

めていきたいと考えています。 

3 ■広島市と安芸太田町や北広島町を結ぶ長い

バス路線をフィーダー化した場合、利用者の乗

換負担が発生する。 

本計画には、交通結節点の機能強化として、乗継が

生じる交通結節点等において、待合環境や乗継環境

の向上に取り組むことにしています。 

また、フィーダー化に当たっては、乗継の際の利用

者の負担をできるだけ軽減するため、基幹バスとフィー

ダーバスのダイヤ調整や交通結節点等で乗り継いでも

直通と同程度の運賃となる乗継割引の拡充などにつ

いても併せて取り組むこととしています。 

4 ■バス路線のフィーダー化に当たっては、乗客

離れが起こらないようにシームレスな乗換を実現

していただきたい。 

5 ■安芸太田町を結ぶバス路線は、可部線廃線

の代替となる広域間幹線路線であり、県内外か

らの三段峡への観光利用に影響がある。広島

市だけの問題ではない。 

近隣市町と本市をまたがる路線の再編に当たって

は、各市町と協議調整を行いながら、それぞれの意向

を踏まえた形で、再編案を取りまとめることとしていま

す。 

6 ■広島電鉄、広島バス、中国ジェイアールバ

ス、広島交通など各社へ広島市、広島県が補助

金を出し、中古ではなく新しいバスを導入してほ

しい。 

事業者が導入するノンステップバス仕様の低公害バ

ス購入費の一部を補助しており、今後も支援を継続で

きるよう取り組んでいきたいと考えています。 
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7 ■基幹公共交通のない交通拠点間における基

幹バスとは、具体的にどのような路線を想定して

いるのか。 

紙屋町～大塚駅、紙屋町～地区センター（高陽）、

広島港～新井口駅などを具体的な「基幹公共交通ネ

ットワーク」として設定しており、現在は、実験運行を実

施している広島港～新井口駅を結ぶ「西風みなとライ

ン」の本格運行を目指して取り組んでいます。 

8 ■「機能強化策一覧」の「走行環境の向上」にお

いて、交通管理者や道路管理者と連携したバス

レーンやバス優先信号の拡充の実施主体として

市民に〇がついているが、どのような意味なの

か。 

市民がバス専用レーンや優先レーンのルールを守

ることにより、バスの定時性確保につながることから、市

民に〇を付けています。 

バリアフリー化について 

9 ■ハンディのあるなしに関わらず、誰もが移動し

やすい公共交通のため、バリアフリー化を実現

してほしい。 

本計画は、誰もが移動しやすい交通環境の整備とし

て、バリアフリー対策の一層の推進を進めていくことと

しています。 

 

⑵ 今後の取組や施策の推進等において参考にするもの 

 

ア 計画全体に関すること 

意見の要旨 市の考え方 

1 ■新型コロナウイルス感染症の影響で、民間事

業者の経営は苦しくなっている。計画を立てて

施策の実施を民間事業者にお願いするだけで

はなく、現状や課題を丁寧に聞き取り、計画を

無理に進めて民間事業者を圧迫させることがな

いようにしていただきたい。 

 事業者との対話を重ね、利用者の利便性と事業者の

効率性の両立を図る取組を進めていきたいと考えてい

ます。 
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イ 個別の交通機関等に関すること 

意見の要旨 市の考え方 

鉄軌道について 

2 ■広島市内の路面電車をすべて高架化しては

どうか。 

路面電車については、デルタ内の主要な拠点と都

心などを結び、デルタ内の居住者の輸送を担うととも

に、路線が分かりやすく、街の景観を楽しむことができ

るなどの特性を活かし、観光客や来街者などの輸送を

担う公共交通です。 

こうした役割を踏まえながら、引き続き、利用者にと

ってわかりやすく使いやすい持続可能な公共交通体

系の構築を目指し、路面電車の機能強化を進めてい

きたいと考えています。 

3 ■路面電車の循環ルートについては、路面電

車の軌道上の過密を招くのではないか。停止時

間の増大も懸念されると考えられ、ラッシュ時は

不要ではないか。 

本市が整備する駅前大橋ルートや循環ルートにお

ける路面電車の運行については、連携して事業に取り

組んでいる広島電鉄が、路面電車の現状を踏まえ計

画しているものです。 

いただいたご意見は、広島電鉄とも共有させていた

だき、今後の参考とさせていただきます。 

バスについて 

4 ■現行路線が維持できなくなりそうなバス路線

については、路線収支率などにより基準を設定

してはどうか。 

いただいたご意見については、今後の具体的な取

組に当たっての参考とさせていただきます。 

5 ■バス路線の形態変換などの見直しを住民と共

に考える分科会の設置を計画に盛り込むべきで

はないか。利用者である住民に対し問題提起を

行い、事業者や自治体だけでは把握できない

意見を取り込んでいくことが重要である。 

路線の見直しに当たっては、地域住民のご意見を

お聞きしながら進めていきたいと考えています。 

6 ■低床低公害車両の導入拡大については、

2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて、

燃料電池などの既存技術を活用することも重要

ではないか。 

2050 年までに温室効果ガスを全体としてゼロにす

る、カーボンニュートラルの実現に向けては、低公害車

両の導入拡大を進めることは重要と考えており、いただ

いたご意見については、今後の具体的な取組に当た

っての参考とさせていただきます。 
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交通結節点について 

7 ■広島駅南口の再整備について、その完成を

楽しみにしている。現在、計画されているペデス

トリアンデッキは新たな駅ビルと駅前の各街区を

２階レベルで直接つなげるものの、２階レベルに

おける各街区間の移動は駅ビル経由となってい

る。広島駅南口地区全体の歩行者回遊性の向

上を促進するため、歩行者が南口広場を２階レ

ベルで周回できるようにするペデストリアンデッ

キが必要である。 

本市では、都心の歩行環境改善を推進しており、こ

のうち広島駅周辺では、陸の玄関にふさわしい安全で

快適な歩行空間を確保するため、広島駅南口広場の

再整備等によるペデストリアンデッキや、マツダスタジ

アムへの歩行者用道路の整備に取り組んでいます。 

また、これに併せて、広島駅南口開発㈱では、南口

広場からのペデストリアンデッキに接続するエールエ

ールＡ館の館内通路や、猿猴川河岸緑地へ向けたペ

デストリアンデッキを、国の補助制度を活用して整備す

ることにしています。 

今後もさらなる広島駅周辺の歩行者ネットワークの

構築、強化に取り組み、回遊性の向上や賑わいの創

出などを図ります。 

いただいたご意見については、今後の具体的な取

組に当たっての参考とさせていただきます。 

8 ■現在のバスセンターは狭いため、旧市民球場

跡地に新たにバスセンターを建設し、高速バス

と市内バスを博多バスセンターのように分けて運

用してはどうか。 

広島バスセンターは、路面電車やアストラムライン、

多くのバス路線が結節する紙屋町地区において、重

要な施設となっています。交通結節機能の充実・強化

を図るため、広島バスセンターを中心に、広域的なアク

セス性の向上や交通機関相互の乗換利便性の向上な

どに取り組むこととしています。 

 


